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(ultr aviolet B, U V B)を 1回 照射 した モ ル モ ッ ト皮膚に お け る表皮細胞動態 の 変動 を分裂像標識百分率
(pe rce nta岳e of labeled mito se s, P L M) 法に よ り検討 した ･ U V Bの 照射量 は1･5最小紅斑量(0.5J/c m2) と した . 照射1時間後
に 生理食塩水に溶解 した br om ode o xyuridin e(50m g/kg)を モ ル モ ッ トの 腹腔内に 注射 し, パ ル ス 標識を 行 っ た . パ ル ス 標識後
ト ′121時間 の 種 々 の 時点に 採取 した 皮膚片の 組織標本 で , 表皮 に お ける標識細胞 の 数 と局在 , な ら び に 標識 お よ び 非標識分
裂細胞 の 数を 求 めた ･ そ の 結果㌧ 照射部表皮 で は標識細胞数 は73時間後ま で徐 々 に 増加 し, そ の 後減少 した が , 非照射部表皮
(対照)で ほ標識細胞数は比較的速や か に 増加 し, 実験期間中に そ の 減少は 認め られ な か っ た ∴標識細胞ほ時間の 経過とと もに
基底層か ら上 方 へ 移動 し , 最上 位標識細胞 は照射部表皮で は61時間後最上層 に 到達 した が , 対照で は121時間後 でも最上層に
達 した標識細胞 は認め られ な か っ た ･ 照射部表皮か らの P L Mカ ー ブ では15時間後 と35時間後 に ピ ー ク が み られ , 細胞周期時
間は約20時間と推定 され たカ㍉ 対照 に お け る細胞周期時間は約56時間 と推定 され た . こ の よう に , U V B願射は表皮細胞 の細胞
周期時間を短縮 させ る こ と が 明らか に され た . また , U V B厳射 に よ る細胞 周期時間の 短縮 は主 に Gl期通過時間の 短縮 に よる
もの と推測 され た ･ さ らに , U V B照射 は表皮 マ ル ピギ 一 層の 通過時間を短縮 させ る こ とが 示 竣 され , した が っ て 表皮 マ ル ピ
ギ 一 層の 回転置換時間(tur n o v ertim e) の 短縮を 招くもの と推測 され た .
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日光 に よ る皮膚障害の う ち最も頻繁 に み られ る の は 日焼けで
あり , そ の ような 急性炎症性反応を惹起す る光線は波長 2 90～
320n m の 紫 外線 ! す な わ ち 中波長紫 外線 (ultr a violet B,
U V B)で ある こ とは よく知 られ て い る . 一 方 , U V B は皮膚癌の
発生とも関係があ りt)2), そ れ は U V B照射に よ り形成 される ビ
リ ミ ジ ン 2量体の 修復機構 の 障害の 結果 と して突然変異が引き
起 こ され , そ の 突然変異が皮膚癌の 発生 へ と進展す るも の と推
測され て い る3).
皮膚科領域で ほ U V B照射 ほ乾癖に 対す る有効な治療法 と し
て 用い られ て い た が , U V Bに よ り惹起 され る D N A損傷 が発
癌に 重要 な役割を果たす こ と が示 唆 され てか ら , U V Bの 表皮
細胞動態 に 対す る作用 が 再検討 され て きた . 3廿thymidin e に よ
るオ ー ト ラ ジ オ グ ラ フ ィ
ー や フ P ･ - サ イ ト メ ト リ ー を用 い た こ
れ ま で の 実 験 的研究 で は , 1 ～ 4 最 小紅 斑量 (minim aI
erythe m ado se, M E D)の U V B照射は表皮の 増殖活性 の 2相性
反応を誘導 し , 腰 射後 の 数時間合成期 (S期) 細胞 に お け る
D N A合成は抑制 され , また 分裂期(M期) へ の 細胞流入 は減少
する が , そ の 後 D N A合成も核分裂も増加す る こ と が示 され て
い る 肘 ) . な お , U VB 照射 に よ り中間期(Gl期)の 短縮7), S期
の 延長8), 休止期(G 2期) に お け る細胞蓄積
T)が起 こ り うる こ と
が示唆 され て い る . しか し , ごく最近 まで UVB 照射 の 細胞周
期時間(c ellcycle tim e, Tc)かこ 及ぼす影響に 関す る情報 ほ な
か っ た .
そ こ で 著者ほ , 分裂像標識百 分率法 (per c e ntage of labeled
A bbreviatio ns :BrdU
,
bro m odeo xyurid ine; M E D,
mitose s; Tc, C ellcycle tim･e; U V B, ultra violet B
mitos e sm ethod, P L M法)を用 い て U V B照射後の 表皮に おけ
る細胞動態の 変動 , 特 に Tc の 変化 を検討 した .
材料 お よび方法
Ⅰ . 実験動物
実験 に ほ 体重 500～ 800g の ハ ー ト レ 一 系雄 白色 モ ル モ ッ ト
を用 い た . モ ル モ ッ トは実験 の 1週間前 よ り ケ ー ジに 1匹ずつ
飼 育した .
Ⅱ . 照射光源 と照射方法
光源 に は 東芝 F L20S･ E30型 蛍光 ラ ン プ 5 本 を 備 えた
M-D M R-1 塾デ ル マ レ イ (東芝医療用品 , 東京) を使用 した. こ
の 光源か ら放射 され る U V Bの 強度 は ラ ン プか らの 距離 20c m
の と こ ろ で 1 . Om W/c m2 で あ っ た . 照 射前 に 毎 回 U VR-305/
365･ D 型紫外線強度計(東京光学二 東京) で 照射強度を検定し
た .
Ⅲ . 実験計画
モ ル モ ッ ト の 背部皮膚の 毛を 電動バ リ カ ソ で刈 り, さ らに電
気カ ミ ソ リ で 丁 寧 に 剃毛 し た . 剃毛 の 1 時間後 に U V BO.5J/
c m
2(1.5M E D) を 1 回照射 した . 照射 の 1時間後 に 生理食塩水
3ml に 溶解 L た ブロ モ デ オ キ シ ウ リ ジ ン (br o m odeo xyuridine･
Brd U) (Sigm aC he mical, St. Lo uis, U.S .A .)50mg/kg をモ ル
モ ッ ト の 腹腔内に 注射 した . Brd U パ ル ス 標識ほ細胞周期の 日
内変動 の 影響 を避け るた め 午後 4 ～ 5時 の 間に 行 っ た . 生検は
Brd U パ ル ス 標識後 1 ～ 121時間 の 種 々 の 時 点 に 行 い , エ
ー テ
mi血im al erythe m adose; P L M, perC entage Of labeled
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ル 麻酔下 に 直径 6m m の ト レ
パ ン (Stiefel Laboratoriu m･
offe nbach, B R D)を用 い て 照射部皮膚 を採取 した ･ な お , 剃毛
された背部の 非照射部皮膚を同時に 生検 して 対照 と した ･ 各条
件の 動物は 1群4匹 と した ･
Ⅳ . BrdU 標識細胞の局在および標識細胞数の算定
生検皮膚片を70% エ タ ノ
ー ル で24時間固定後 , 5 4℃ で パ ラ
フ ィ ン に 包哩 した . 4 〃 m 切片を 脱 パ ラ フ ィ ン 後0･3% 過酸化
水素添加メ タ ノ
ー ル に 室温 で20分間浸乳 2 M 塩酸に 室温 で 1
時間浸軋 引き続き1 0%ウ サ ギ 正 常 血 清 (ヒ ス ト フ ァ イ ン
SA B-P O キッ ト , ニ チ レ イ , 東京) に 室温 で1 0分間浸漬後 , モ
ノ ク ロ ･ 一 ナ ル 抗 Brd U抗休(Be cto n-Dickin s onIm m u n o cyto m-
etrysyste m s, Mou ntain-V ie w, U･S･A･ , 希釈度1 :25)に 4 ℃ で
ほ時間浸潰した . 次 い で ビオ チ ソ 標識 ウ サ ギ 抗 マ ウ ス 免疫 グ ロ
プリ ン抗体(ヒ ス ト フ ァ イ ン S A B-P O キッ ト , ニ チ レ イ) と ペ
ル オ キ シ ダ ー ゼ 標識 ス ト レ プ ト ア ピ ジ ン (ヒ ス ト フ ァ イ ン
S AB-P O キッ ト , ニ チ レイ) を用 い る ス ト レ プ ト ア ピジ ン ー ビ
オ チ ソ 法に よ り処理 し , dia min obe n zidin e 反 応 に よ り発色 さ
せ, ヘ マ ト キ シ リ ン で 対比染色 した . 同 一 細胞の 観察 を避け る
ため3枚日 ごとの 切片を10枚以上光学顕微鏡 で 検索 した .
標識細胞群の 表皮内に お ける 経時的上 方移動を追跡す るた
め∴観察期間中の 種 々 の 時点 に お け る表皮有核細胞層 の 数 と標
識細胞の存在す る層を記録 した . また , 一 定の 長さ の 表皮 の 基
底層とそ の 上 の 有核細胞層 に存在する標識細胞の 総数 を求め ,





毛包間表皮の 基底層 お よ び基底層直上層 に 存在す る分裂前期
から分裂終期ま で の 細胞 を50個以上数え , P L Mを標識核分裂
























図1 ほU VB 照射部お よ び非照射部(対照) 表皮の 基底細胞
10 0個 の 長 さ当 りの 表皮内標識細胞数を 示 す . 対 照表皮 で は標
識細胞数 ほパ ル ス 標識の1 9時間後に 約 2倍に な っ た . そ の 後 ,
標識細胞数は55～ 67時間後 に や や増加 した の ち1 21時間後 まで
ほ と ん ど変動を 示 さな か っ た . U V B照射部表皮 で は 標識細胞
数は25時間後に 約 2倍に な っ た . そ の 後 も徐 々 に 増加 した が ,
73時間後以降減少 した .
図2 は U V B照射部お よび 対照の 表皮 に お け る有核細胞層の
数 と標識細胞の 局在を 示す . 対照表皮で は有核細胞層 の 数 ほ終
始 3 ～ 4層 で ▲ 増加 しなか っ た . 標識細胞の 表皮内 レ ベ ル に関
す る観察で は , 最初大多数 の 標識細胞が基底層に , ごく少数の
もの が基底層直上層(2層目)に み られ た . そ の 後標識細胞は基
底層直上層に お い て増加 し, 61時間後に最上位標識細胞は 3層
目 に 出現 した が , 観察期間中有核細胞層 の 最上層 に 到達 した 標
識細胞は認め られ な か っ た . 他方 仁 照射部表皮で ほ有核細胞層
の 数 ほ43時間後 4 ～ 5層 に 増加 した . また , 最上 位標識細胞は
31時間後に 3層 目 に 出現 し, 61時間後 に は 最上層 の 4層 日ま た
は 5暦 日に 到達 した .
図3 は U V B照射部お よび 対照 の 表皮 に お け る P L Mを 示
す . 対照表皮に おけ る P L Mの 値ほ 3 時間後約4 4% を 示 し,
7 ～ 13時間後約100%に 達す る ピ ー ク を 示 した の ち 急速 に 減少
し, 19時間後 に は1 0% 以下に な っ た . そ の 後10% 以下の 状態 が
続 い た が , 63時間後に 約15%の 低 い ピ ー ク が み られ た . 他方 ,
照射部表皮で は P L Mの 値 は 3時間後約 4% で あ っ た が , そ の
後増加 し , 15時間後に 約100%に 達す る ピ ー ク を 示 し た の ち 急
速 に 減少 し, 27時間後に は1 0% 以下に な っ た が , 35時間後に約
1 5% の 低い ピ ー ク を 示 した . 以後1 0% 以下の 状態が続い た .
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Fig･1･ T he cha ngesin the n u mber of labeled. cells per ar e a unit correspo ndi喝 tO lOO ba s alIC ellsin U V B-e XpO S ed(● - ●)and
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H o u r s afte r B rdU injectio n
Fig. 2. T he cha nge sin the n u mber of n u cle ated c ell layer s(● - ●) a nd the lo c aliz atio n of the fr o nt of the labeled c ohort of
C ells(▲ - ▲)in U V B-e XPO S ed guin e a-pig epide rmis at v ario u stim es afterintraperito n e al inje ctio n of Brd U. Co ntr ol v alu es
for the n u mber of n u cle ated c eu layers(○･ … 一 叫 -○) a nd the fro nt of the labeled c ohort of c eus (△ "-M-△)in un e xposed
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Fig･ 3･ T he cha nge s of the perc e ntage of labeled mito s esin U V B-e XpO S ed (● ～ ●) a nd u n e xpo s ed (○
･ ･ - - - - - -○) guin ea
-pig
epidermis at v ario u stim e s afterintraperito n e al inje ctio n of Brd U.
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考 察
本葉験成績でほ , 対照表皮 に お い て 表皮内標識細胞数が約2
倍にな っ たの はパ ル ス 標識 の19時間後 であ り, それ は 対照表皮
の でL Mの 値が最初の 山 を過ぎて1 0% 以下の レ ベ ル に 到達 した
時期とほ ぼ
一 致 した ･ U V B照射部表皮で は 表皮内標識細胞数
の倍加時期ほ25時間後 であり , それ は 照射部表皮の P L M が最
初の山と第 2の 山の 間の 谷に 到達 した 時期と ほ ぼ
一 致 した ･ こ
の ことは , 照射部表皮 で も対照表皮でも , パ ル ス 標識施行時の
S期細胞はすべ て G2期を経て 分裂 した こ と を示すも の と 解釈
された .
照射部表皮に お ける表皮内標識細胞数 の 経時的変動を 示 す
カ ー ブは, しか し, 対照 表皮 か ら得 られ た カ ー ブ よ り常 に 低
かっ た . これは パ ル ス 標 識の 時期と関係があり , U V B照射 2
時間後まで 標識指数は著 しく低下す るの で
7)
, こ の 時 期に パ ル
ス 標識を 行うと最初の 標識細胞数ほ対照に お ける よ り少な く ,
したが っ て そ れ らの 標識細胞 の 分裂後の 娘細胞 の 総数も対照に
おける より少な い こ とを 示 して い る .
次に興味深い こ と は , 対照表皮で は 標識細胞数 の 増加 した 値
がパ ル ス 標識の121時間後ま で低下する こ となく維持 され た が ,
照射部表皮で は標識細胞数が7 3時間後以降減少 し た こ と で あ
る. 標識細胞の 表皮内 レ ベ ル に 関す る観察 で 照射部表皮 に おい
て61時間後表皮の 有核細胞層 の 最上 層 に 標識細胞 が存在 して い
たこと を考慮に 入 れ ると , 上述 の 標識細胞の 減少ほ同細胞 の 表
皮外へ の 排出, すな わ ち 同細胞 が徐 々 に 角質層 へ 移行 し剥脱 し
たこと に よ るもの と推測 される . 対照表皮 で は 観察期間中表皮
の最上層に 達 した標識細胞は認 め られ ず , した が っ て 表皮外 へ
の排出と それ に 伴う表皮内標識細胞数の 減少も起 こ ら なか っ た
と思われ る .
なお, 本実験で は表皮細胞が基底層か ら最上層 に 到達す るま
で の時間が照射部表皮で は 著 しく短縮す る こ と が 示 され た . す
なわ ち, 照射部表皮 で ほ 標識細胞 の 最短 マ ル ピ ギ 一 層通過時間
は約61時間で あ っ た が , 対照表皮 で は121時間後も最 上層 に 達
した標識細胞は認 め られ ず, 最短 マ ル ピ ギ 一 層通過時間 ほ1 21
時間以上 で あ っ た .
さ て , P L M法 は パ ル ス 標識 に よ り標識 され た S期細胞群の
細胞周期の 進行を観察 に 便利な分裂細胞 の 標識率を指標 と して
解析す る方法 で あ り , こ の た め S 期細胞 の 標 識 に 以 前 ほ
3
H-thymi din eが 用い られ て い た が , 3H-thymidin eは培養線維芽
細胞の S期およ び G 2-M 期の 通過 を遷延 させ , P L Mカ ー ブに
影響を及 ぼす こ と が明 らか に され た の で9), 近 年 で は 非放射性
の thymidin e類似体で ある Brd U が利用 され て い る1 0). P L M法
の原理 に つ い て 簡単 に 述 べ る と , パ ル ス 標識に よ り標識 され た
S期細胞 の 一 部 (パ ル ス 標 識施行時 の 後期 S期細胞) は先ず
G2期に , 次い でM 期に 流入す るの で , こ れ らの 細胞 の G 2期通
過中ほ PL M ほ0% レ ベ ル を示 すが , M 期流入 と 共に P L M は
急速に増加し , 100% に 達す る. さ らに , パ ル ス 標識施行時 の 早
期S期細胞群が G 2期を 経て M期 に 流入 す るの で , P L M は短
時間10% レ ベ ル を示 すが , 標識細胞が全部M 期 を通過後 パ ル
ス 標識施行時の Gl期細胞(非標識細胞)が M 期に 入 っ て く るの
でPL Mは急速 に 減少 して 0%に な る . そ の 後分裂 した標識細
胞の娘細胞群が Gl, S, G2 期を経 て再 び M 期 に 入 っ て く る と
p LM カ ー ブは再上 昇 し て第 2の ピ ー ク を 形成する と 理論的に
考えられ て い る . した が っ て , パ ル ス 標 識施行時 よ り PLM
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カ ー ブの 最初 の 山の 起点 ま で の 時間 が G 2期 の 最短通過時間
(TG2), 山の 起 点か ら ピ ー ク 到達暗 ま で の 時間が M 期通過時間
(TM)を表 し , 最初 の ピ ー ク と第2 の ピ ー ク と の 間隔が 細胞周期
時間(Tc)と解釈 され て い る . また , P L Mカ ー ブの 最 初の 山の
50% レ ベ ル の 幅に 相当す る時間で S期通過時間(Ts) を 算定 し
得 る と され て い る11). こ の よ うな P L Mカ ー ブは , しか し, す べ
て の 細胞が 同 一 の Tc を示 す完全同調細胞群 の 場合に 得 られ る
もの で あり , 実際に はそ の よ うな細胞群は存在 しな い の で , 通
常最初の ピ ー ク は 明確で あるが最初の 谷は 0% レ ベ ル に 到達せ
ず, い わ ゆ る da mping 現象が み られ , ま た 第 2 の ピ ー ク が
1 00%と な る こ ともな い . 特に , 細胞周期時間の 長い 重層扁平
上皮 は細胞周期時間の 異な る複数 の 細胞群か ら成 り , また 最初
パ ル ス 標識施行時 に 同調 して い た細胞もM期通過後 の G l期に
脱同調す るの で , da 皿Ping 現象は顕著と な り ∴窮 2の ピ ー ク を
示 さな い こ とが 多い .
ごく最近 , OIs e nL2)は P L M法を用い て U V B I M E D照射後の
ヘ ア レ ス マ ウ ス 表皮の 細胞動態の 変動を検索 し, 照射 の 数時間
後よ り細胞は部分的に 同調 して 細胞周期 の 各期 を通過す る こ
と , そ の 際 Ts は延長するが Tc ほ著 しく短縮 され る こ とを 示
した . また , そ の 結果か ら Tc の 短縮 は 主 に Gl期通過時間
(TGl)の 短縮に よ るもの と推測 して い る . 本実験 で は , 対照 表皮
か ら得 られ た P L Mカ ー ブの 最初 の ピ ー ク は 明確 で あ っ た が 第
2の ピ ー ク は低く t 不 明瞭で あ っ た . しか し, 仮に 後者を第 2
の ピ ー ク とみ な すな らば Tc ほ約56時間と算定 され る . 他方,
照射部表皮 の P L Mカ ー ブか ら算定され た Tc は 約20時間で ,
対照表皮に おける値 の 約3 6% に 短縮 し て い た . こ の よ う に ,
U V B照射に よ り表皮細胞の Tc は 著 しく短くな る こ と が 明 ら
か に され た . 著者の 実験成績は U V B照射後 Tc が短縮す る点
で 01s e n
12)の 成績と 一 致 した が , Ts の 延長に 関 しては 一 致 しな
か っ た . す なわ ち , P L Mカ ー ブ の 最初の 山 の50% レ ベ ル の 幅
に 相当する時間を Ts とみ なす方法11) で 算定す ると , 対照表皮
お よび 照射部表皮に おけ る Ts は それ ぞれ約12時間と約13時間
とな り, 著 しい 差異は 認め られ なか っ た . ま た , P L Mカ ー ブの
最初の ピ ー ク 到達時間に つ い て も 01s e n-2)の 成績 との 間に 相違
が み られ た . すな わ ち , 彼の 実験 で は照射部表皮か らの カ ー ブ
の 最初の ピ ー ク 到達時間は 対照表皮 の そ れ と 一 致 して い た が ,
本実験で は照射部に おけ る最初の ピ ー ク の 到達時間ほ対照 に お
け るそ れ よ りも数時間遅く な っ た こ と で あ る. こ れ ほ お そ ら く
U V B照射か らパ ル ス 標識施行ま で の 時間と関係があり , 彼の
実験で は U V B照射後約6時間継続す るM 期 へ の 流人 抑制T)の
解除後に パ ル ス 標 識を施行 し て い る の に 対 し て , 本実 験 で は
U V B照射後の M 期 へ の 流入 減少期間中に パ ル ス 標識 を 行 っ た
た め , ピ ー ク 到達 時期が遅れ た もの と 考え られ る . 重層扁平上
皮 に お け る TM を PL M カ ー ブだ けか ら推定す る こ と に ほ 問題
が多い と さ れ て お り
13)
, ま た 上述 の よ う に 照 射部表皮か ら の
P L Mカ ー ブ の 最初の 山 の 立 ち上 が りの 解釈 に は 問題 が残 さ れ
て い るの で , こ の カ ー ブか ら 照射部表皮 に お け る 標識細胞の
TM を推定す る こ と は困難で あるが , しか しそ れ ほ 最初 の 山の
上 行脚の 経過時間で 比較する と対照表皮の 標識細胞の TM と大
差な い と い っ て も差支 えな い で あろ う . それ 故 , U V B照射に
よ る Tc の 短縮は 主に TGlの 短縮に よ る と推測され る . TG 一の 著
し い 短縮 に よ り Tc の 短縮が起 こ る現象ほ Ⅹ線照射後 の 表皮で
観察 され て い る14), ま た , Tc の 短縮を起 こ す現象 は再生表
皮
t5)や カ ソ タ リ ジ ン 等の 化学物質 に よ り刺激 された表皮18卜岬 で
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も観察 され , そ れ らの 場合も Tc の 短縮 は主 に TGlの 短縮 に よ
る と推測 され て い る 酬 )
表皮基底層 に お け る細胞増殖特性 の 克進ほ表皮の 肥厚 を招く
が, 一 方表皮細胞ほ分化 し, 最終 的に 角質細胞 と な り, 皮膚表
面よ り剥脱す るの で ト 組織 と して の 表皮の 機能 を測る ひ と つ の
指標と して表皮細胞の 回転置換時間(tu rn o v e rtim e) が 問題 と
され て い る . 表皮細胞の 回 転置換時間は 一 般 に マ ル ピ ギ 一 層
(全有核細胞層)の 回 転置換時間と角質層の 回 転置換時間の 和 と
され , 前者は 種子細胞の 細胞周期時間の 平均値 と分裂後の 細胞
の マ ル ピ ギ 一 層通過時間の 平均値の 和と され て い る20). 既に 述
べ た よ うに , 本実験の 対照表皮 で は Tc ほ 約56時間, 最短 マ ル
ピギ 一 層通過時間ほ121時間以上 , 合計約177時間以上 で あ り,
照射部表皮で は Tc ほ約20時間 , 最短 マ ル ピ ギ 一 層通過時間ほ
約61時間, 合計約81時間 で あ っ た . こ れ らの 合計値は厳密に い
えば マ ル ピ ギ 一 層 の 回転置換時間では な い がそ れ に 近 い 値 で あ
り , U V B照射 に よ る マ ル ピギ 一 層の 回転置換時間 の 短縮を 強
く示唆 して い る . 表皮細胞動態 に 対す る U V B照射 の 影響を考
え る場合 , 表皮細胞 の 増殖活性 の 変動 とと もに 表皮 の 回転置換
時間を常 に 考慮す べ きで あ ると 思わ れ た .
結 論
U V B照射1 21時間後 まで の モ ル モ ッ ト表皮の 細胞動態 の 変動
を P LM 法を 用 い て 検討 した . Brd Uに よ る パ ル ス 標識 は照射
1時間後 に 行 っ た . 得 られ た成績 は 次の よ うで ある .
1 . 照射部表皮で は標識細胞数は パ ル ス 標識の25時間後約 2
倍に な り , そ の 後も徐 々 に 増加 した が , 7 3時 間後以降減少 し
た . 対照表皮 で ほ 標識細胞数は19時間後約 2倍に な り, そ の 後
もやや 増加 し , 121時間後 ま で 減少を示 さ なか っ た .
2 . 照射部表皮 で は 最上位標識細胞ほ パ ル ス 標識の 61時間後
表皮の 最上 層 に 達 した が , 対照表皮で は121時間後 で も表皮 の
最上層 に到達 した 標識細胞 は認め られ なか っ た .
3 . 照射部表皮か らの P L Mカ ー ブ で ほ1 5時間後 に 最初 の
ピ ー ク が み られ , 細胞周 期時間 は約20時間と推定 され た が , 対
照 で は 表皮細胞 の 細胞周期時間 は約56時間と推定 さ れ た . な
お , 両 者の 間で S期通過時間に 著 しい 差 異は 認 め ら れ な か っ
た .
以上 の 成疎 か ら , U V B照射ほ表皮細胞の 細胞周期時間 を短
縮させ る こ と が 明 らか に され た . また , U V B照射 に よ る細胞
周期時間の 短縮 ほ 主 に Gl期通過時間の 短縮 に よ る こ と が示 唆
された . さ らに , U V B照射 は表皮細胞 の マ ル ピ ギ 一 層通過時
間を短縮 させ る こ と が示 唆 され た . した が っ て , U V B照射は
表皮 マ ル ピギ 一 層の 回 転置換時間の 短縮を招く も の と推測 で き
る .
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C ellcycletime, perCe ntage Oflabeled mitoses m e
Ab$tr aCt
The changeSin epider malc ell kin etics ofguine apig skin fbllo wing a single radiation withulb
･
a violet B(UV B)w ere
Studiedusing the perC entage Ofhbeled mitoses(PL M)m ethod･ Shav edback skin ofguineapigs w as exposedtol.5 minim al
erythe m adose(0･5 J/c m
2)ofU VB･ Each anim alreceived bro m ode oxyuridin e(50mgn(g)in3 mlsalinei.p. a tl hr afterthe
exposure･ T he epider m alce11kin etic changesinduc edby this U V B dose w ere exa min ed using the P L Mmethod. T he n um-
ber and l" alization of la加Ied ce11s and labeled mitosesin epidermis w er e as s e ss ed on thehistologlC S e Ction atvarioustim es
upto12 1 hr after thepulselabeling･
r
m e r e S ults sho w ed thatin UV B- eXpOSedepidermisthe nu mber oflabeledcellsgradual-
1yincreased unti173hr and thereafterdecr eased. In c o n trolepider mis, Where theinidaln umber of labeledc els wa s s o m e-
Whathigher, the n u mber of labeled cells m ore rapidlyincre a s ed and sho w ed n oreduction thr oughout the expen m ental im e
period･ T he 打ont of labeledc ells m o ved upw ard wi th tim e andre ached the up perm OStlayer a t6 1 hrin exposedepide rmis,
Whereasthere w as n olabeledc ellsin the up perm OStlayer ofc ontrolepide rmis atal1 血IepOlntSeX amined･ P L Mc u rv efro m
theexposedepider mis sho w ed tw odistinctpeaks at15 and 35 hr respeCtively,indicatlng a Ce11cycle tim e ofapproxim ately
20hrfbrpartia11y synchronized cohorts ofcells,in c o n tr as t t o about56hrforthefastest cycling populationin the c ontrol
epidermis･ Analyses ofP L Mc urv es sho w ed n o marked di飴renc ein Sphas eduratio nbetw e e nthe cells of the exposed and
the conb
･
01epide rmis･ T hus, thepresentstudyindicates thatUV Birradiationinduces a shorte nlng Of the epider m alcellcycle
dm e
, Which isprobably due to a reduction of the Glphase tr anSit tim e･ Itis alsoindic ated thatUV B irradiation induces a
reduction of the tran Sittim ethroughthe viable epider mis,le adingto a shorten lngOf the malpighian Celltu m overtim e.
